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ワークシートで考えができたら，コンピュータ
上の個人学習ファイルに情報を入力していった．
個人学習ファイルに情報を入力できたら，資料を
貼り付けて会議室で投稿したり，お互いの考えに
対して質問や意見を交換することができた．
全体で，個人学習ファイルの使い方
を説明した後，個人指導をして回っ
た．
単位を入力したり，文字入力が苦手
な児童が文字入力をしたりするため
に，文字パレットを使って入力できる
ことを指導した．
友達の考えを参照できる時間をで
きるだけ確保するように努めた．
図14　第2次第2時の学習活動
6．7　第2次第3時の学習活動
第2次第3時では，前時に考えた速さの考え方についてまとめた後，道のりの求め方につい
て考えた．
学習内容と児童の活動　　　　　　　　　　　　教師の支援
速さの考え方について出された3つの考え方を
確認し，それぞれの考え方について総合会議室で
質問や意見を出し合いながら検討した．
時間の単位を時間から分に直したり，きょりの
の単位をkmからmに直さなくても考え方は同じだ
ということから、速さを求めるのは1時間あたり
に走るきょりで表すのできょり÷時間という計算
になるとまとめられた．また，道のりや時速，分
速，秒速という言葉について知った．
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道のりの求め方を考えよう
道のりの問題について，ワークシートや個人学習
ファイルで自分の考えをつくっていった．また，
個人学習ファイルに情報を入力できたら，資料を
貼り付けて会議室で投稿したり，お互いの考えに
対して質問や意見を交換したりすることができた
限られた時間で3つの考え方
について検討させるために，総合
会議室をつかうことを指示した．
速さを表現する時の用語とし
て，時速・分速・秒速という言葉や
道のりという表現の仕方につい
て説明した．
見方と考え方を同時に考える
ように指示したので，机間巡視を
しながら見方が捉えられていな
い児童はいないか一人一人確か
めてまわった．
図15　第2次第3時の学習活動
6．8　第2次第4時の学習活動
第2次第4時では，前時に考えた速さの考え方についてまとめた後，道のりの求め方につい
て考えた．
学習内容と児童の活動　　　　　　　　　　　教師の支援
道のりの見方・考え方について出された意見
を確認し，それぞれについて質問や意見を出し
合いながら検討した．
何を計算した式なのか，式の意味について考
え質問や意見を発表しながら，（道のり）＝（速
さ）×（時間）というまとめができた．
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時間の求め方を考えよう
時間の問題について，ワークシートや個人学
習ファイルで自分の考えをつくっていった．ま
た，個人学習ファイルに情報を入力できたら，
資料を貼り付けて会議室で投稿したり，お互い
の考えに対して質問や意見を交換することがで
きた．
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見方については，多くの児童が秒
速と時間としていたので，速さと時
間として捉え，速さのほうに時速・
分速・秒速をつけて考えるように指
導した．
考え方は，3つの考え方が出され
たが，式の意味を考えさせ，何故違
うか理由をはっきり説明させた上
で正しい考え方に導けるようにし
た．
図16　第2次第4時の学習活動
6．9　第2次第5時の学習活動
第2次第5時では，前時に考えた時間の考え方についてまとめた後，これまでに学習してき
た内容の共通点について考え，単元のまとめをつくった．
学習内容と児童の活動　　　　　　　　　　　　教師の支援
くらべ方をまとめよう
総合会議室で第2次第4時の時間の求め方
についてのまとめを行った．どんな見方をして
どのように考えて求めたかを確認した．計算の
結果から答えを出すときにそのまま2．5時間と
するのか，四捨五入して3時間とするのかにつ
いて意見が分かれ，学級全体で考え暫く意見の
やりとりがあったが，最後は教師から説明を加
えて答えを出した．
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総合会議室で話し合った後，学級全体で単元
のまとめをつくることができた．
こみ具合，人口密度，仕事量，速
さの見方・考え方を書いたものを掲
示し，それらに共通するところ，似
ているところはないか考えさせた．
図17　第2次第5時の学習活動
6．10　第3次の学習活動
第3次では，
学習内容と児童の活動　　　　　　　　　　　　教師の支援
練習問題をして，学習のまとめをしよう
単元全体を振り返り，学習したことを確認した
あとで本時のめあてをもった．
児童は自分のペースで練習問題に取り組み，見
方と考え方に分けてプリントに書き込んでいっ
た．
練習問題の中から1間選んで，丑の友達と見方
や考え方を説明しあい、確認し合った．恥ずかし
そうに説明する児童も見られたが，一人一間ずつ
説明し合うことができていた．
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練習問題は，本単元で学習してき
た内容を一通り含んだものと，それ
以外の事例や発展問題を準備した．
・こみ具合　・人口密度
・仕事量
・速さ（時速・分速・秒速）
・道のり　　　・時間
・収穫高　　・発展問題
一人一人に見方と考え方が身に
付いているか確かめ，十分に記述で
きていない児童には口頭で説明さ
せて確認していった．
計算機を使えるように一人一つ
ずつ用意した．
理解の様子が心配な児童の説明
を聞き，説明ができるように助言し
たり説明ができた児童には賞賛し
たりして，児童が自己の成長を感じ
られるように支援した．
図18　第3次の学習活動
7　実践の成果と課題
学習後に行ったスキーマ確認テストの結果から，こみ具合，仕事量，速さの見方に関しては，と
もに90％前後の正答率であった．考え方に関しても80％前後の正答率であったが，単位量あたりの
考えスキーマに関しては，見方の正答率が25％，考え方の正答率が60％に止まっている．
表3　スキーマ確認テスト正答率
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学習支援システムを使用したことに関しては，「会議室で個人学習ファイルを見せ合いながら意見交
換をするという学習の仕方がわかりやすい」と答えた児童は89％であった．また，「意見を言いや
すい」，「通常の授業ではあまり発表しない人の意見を見ることができる」，「自分の意見を伝えるこ
とが前よりもしっかりとできるようになった」などの肯定的な感想が得られた．
・コンピュータを使ったほうが意見を言いやすい
・あまり発表しない人の意見が見れたりすぐ意見がいえるからいい
・発表するより意見がふえていたのでいいと思いました
・自分の意見を伝えることが前よりもしっかりとできるようになった
・人とこんなに話して分かったことがなかったから人と話すことはたいせつなんだ
な－と思った
・不安だった自分にあってるんだよ、同じだよというように送ってくるとうれしい
です
・ふつうにしゃべる時よりパソコンの勉強にもなるし，絵や図などで説明できるの
でいいと思う
・直接友達と話し合いをするよりパソコンでするとしっかり図や言葉をまとめるこ
とができるのでパソコンを使った意見こうかんは良いなと思いました
図19　学習後のアンケートより
学習中の様子から，児童は問題を読んだら真っ先に何算になるのかを考えるという思考の流
れが強いように感じた．その傾向は，単元の初めの頃に特に強く感じ，学習を進めていくうち
に少しずつ薄れたものの，まだ児童の中に残っている．このような傾向をなくしていくために
は，問題を読んだ後にすぐさま式と答えを考え，正解を得ることばかりに重点をおいた学習で
はなく，問題の中の数値やそれらの意味，関係をしっかりと捉え，どのような考え方で考える
とどのような式になり，答えを求めることができるのかという流れで丁寧に考えさせる学習を
多く体験させ，その様な思考の重要性を児童にもたせることが必要である．
このような学習方法は，コミュニケーションの時間を十分に取ることでより高い効果が期待
できるので，より多くの単元の学習時間が必要となる．年間の授業時数が決まっている中で，
このような学習方法を全ての学習単元で実践するのは難しいと考える．しかし、児童にとって
わかりやすい，またこのような学習方法で学習したいという効果的な学習方法であるならば，
実践をする価値や必要があるといえる．そこで，年間の単元計画を見通して，児童にとって理
解しにくい学習内容の単元に絞って実践するという形であれば可能である．
